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項目 説明 

試料・情報の

利用目的 

及び 

利用方法 

研究課題名 非小細胞肺癌の切除検体における SP263 と 22C3 の PD-L1 発現率の調査 

研究目的 この試験の目的は、細胞表面蛋白 PD-L1 発現率を調べる 2 つの方法（SP263

と 22C3）の結果を比較することです。2 つ方法の PD-L1 発現率の一致性を

解析して、肺癌術後の適切な治療提供につながる情報を得ます。 

研究対象者 2022 年１月から 2023 年６月に当センター呼吸器外科で肺癌の手術をうけ

たⅠB 期からⅢ期の 100 名とⅠA 期の 100 名の患者さん 

研究期間 西 暦 2 0 2 2 年 1 0 月 1 1 日 ～ 西 暦 2 0 2 5 年 3 月 3 1 日 

利用する試料・情報の項目 

（チェック[X]が入った項目を

利用します） 

[ ] 血液 

[✓] 病理組織 

[ ] 毛髪 

[ ] だ液 

[ ] 排泄物（尿・便） 

[✓] 診療記録 

[✓] 臨床検査データ 

[ ] その他 (記載して下さ

い) 

試料・情報

の管理につ

いての責任

者 

当センター研

究責任者 

呼吸器外科 伊藤宏之 

試料・

情報を

利用す

る者の

範囲 

当センターでの実施診

療科/部局等 

呼吸器外科，呼吸器内科，病理診断科 

共同研究の場合、共同

研究機関および各施設

での研究責任者 

なし 

試料・情報の利用停止およ

び情報公開に関する窓口 

神奈川県立がんセンター 呼吸器外科 繁田奈央子 

 


